
令和 6年 7月号 

 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

水
無
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

皆
様
こ
ん
に
ち
は 

六
月
二
十
日
に
梅
雨
入
り
宣
言

が
あ
り
、
梅
雨
の
足
元
が
悪
い
中

水
無
月
の
月
次
祭
に
ご
参
拝
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

五
月
二
十
六
日
に
は
青
松
会
錬

成
道
場
が
名
古
屋
分
苑
の
担
当
で
、

こ
の
分
苑
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

東
海
教
区
の
青
松
会
員
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

今
月
、
十
五
日
・
十
六
日
は
皆

神
山
記
念
祭
典
が
教
主
さ
ま
ご
臨

席
で
執
行
さ
れ
ま
し
た
。 

前
日
の
夕
食
会
に
は
、
教
主
さ

ま
も
お
見
え
に
な
り
楽
し
い
一
時

を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

翌
日
は
、
早
朝
に
わ
か
雨
が
降

っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝
食
を
済
ま

せ
山
へ
上
が
る
時
に
は
朝
日
が
照

り
だ
し
て
素
晴
ら
し
い
祭
典
日
よ

り
に
な
り
ま
し
た
。 

祭
典
が
終
わ
り
直
会
後
に
は
、

当
日
参
拝
に
お
見
え
に
な
っ
た

方
々
全
員
に
教
主
さ
ま
の
ご
面
会

が
教
区
毎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

週
間
天
気
予
報
で
は
こ
の
期
間

は
、
雨
で
し
た
が
素
晴
ら
し
く
天

候
に
恵
ま
れ
た
気
持
ち
よ
い
祭
典

で
し
た
。 

名
古
屋
分
苑
で
は
、
こ
の
月
、

分
所
支
部
長
、
支
部
総
代
の
改
選

が
あ
り
、
す
で
に
本
部
に
は
書
類

提
出
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
、
残
念
な
報
告
が

あ
り
ま
す
。 

波
多
野 

寛
さ
ん
が
長
年
支
部

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
熱
田

支
部
が
、
今
回
の
改
選
で
支
部
を

解
散
さ
れ
ま
す
。 

既
に
支
部
の
大
神
様
に
は
感
謝

祝
詞
を
奏
上
さ
れ
て
長
生
殿
へ
返

納
さ
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
今
後
は
、
分
苑
直
属
に
な

ら
れ
ま
す
。 

今
日
は
、
直
会
後
に
、
新
分
苑

総
代
に
よ
る
分
苑
長
選
出
の
総
代

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

来
週
の
三
十
日
、
日
曜
日
に
は
、

教
本
一
級
認
定
講
習
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ま
だ
受
講
希
望
者
の

欄
に
氏
名
を
記
入
さ
れ
て
い
な
い

方
は
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

 

●
東
海
教
区
青
松
会
錬
成
道
場 

 

日
程 

五
月
二
十
六
日
（
日
） 

十
時
～
十
五
時 

開
催
担
当
機
関 

名
古
屋 

参
加
者 

合
計
十
五
名 

前
田
特
派
、
三
河
一
名
、
静
岡
四

名
、
三
重
一
名
、
岐
阜
一
名
、
松

香
一
名
、
名
古
屋
六
名 

初
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
「
後
継
者

育
成
に
関
し
て
」
を
取
得
し
、
そ

の
後
、
実
施
し
た
朗
詠
は
参
加
者

の
多
く
が
経
験
者
と
い
う
こ
と
も

あ
り
思
っ
た
以
上
に
出
来
が
良
く

爽
快
で
し
た
。 

午
後
の
前
田
特
派
の
後
継
者
に

関
す
る
講
話
で
は
、
子
は
親
の
背

中
を
見
て
い
る
旨
を
再
認
識
で
き

ま
し
た
。 

最
後
は
午
前
中
に
取
得
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
基
づ
き

意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

後
日
、
前
田
特
派
に
ア
ン
ケ
ー

ト
の
考
察
を
頂
き
ま
し
た
。 

●
月
始
祭 

六
月
一
日
（
土
） 

参
拝
者 

二
十
名 

 

斎
主 

 
 

五
十
川 

松
子 

祭
員 

 
 

國
方 

 

千
愛 

祭
員 

 
 

畠
山 

 

亜
美 

進
行 

 
 

飯
田 

 

直
美 

直
心
会
の
祭
員
・
進
行
に
よ
り

執
行
さ
れ
、
併
せ
て
企
業
繁
栄
祈

願
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
た
。 

●
月
次
祭 

六
月
二
十
三
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
四
名 

斎
主 

 
 

近
藤 

 

哲
史 

祭
員 

 
 

畠
山 

 

茂 

祭
員 

 
 

日
比 

 

達
朗 

祭
員 

 
 

仙
頭 

 

志
音 

裏
方 

 
 

石
原 

 

松
生 

典
礼
長 

 

小
林 

 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

 

直
美 

伶
人 

 
 

澤
田 

 

淳 

伶
人 

 
 

長
谷
川 

美
枝 

伶
人 

 
 

伊
藤 

恵
美
子 

進
行 

 
 

天
野 

 

静
子 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 



令和 6年 7月号 

 
●
海
津
市
松
植
樹
地 

献
労
作
業 

 
六

月

二

日

（
日
）
朝
、
名

古
屋
地
方
は
雨

が
降
り
出
し
ま

し
た
が
、
植
林

地
の
状
況
を
見

る
た
め
現
地
に
向
け
出
発
し
ま
し

た
。
桑
名
を
過
ぎ
岐
阜
に
入
っ
た

頃
か
ら
雨
は
上
が
り
ま
し
た
。 

今
迄
、
葦
の
葉
が
茂
っ
て
い
ま

し
た
が
今
回
は
雑
草
だ
け
で
し
た
。 

蟻
が
松
の
新
芽
に
た
む
ろ
し
て
い

た
の
が
３
本
あ
り
蟻
消
毒
剤
を
散

布
し
ま
し
た 

参
加
者
は
、
日
比
さ
ん
、
小
林

さ
ん
、
畠
山
さ
ん
、
私
夫
婦
で
休

憩
を
し
な
が
ら
作
業
を
無
事
終
え

ま
し
た 

●
皆
神
山 

記
念
祭
典 

六
月
十
六
日
（
日
）
午
前
十
時

よ
り
、
長
野
主
会
の
主
催
で
教
主

さ
ま
ご
臨
席
の
も
と
執
行
さ
れ
た
。 

名
古
屋
分
苑
か
ら
は
二
十
名
が

参
拝
し
、
堀
健
太
郎
氏
が
祭
員
・

高
嶋
善
雄
分
苑
長
が
祭
典
準
備

係
・
飯
田
直
美
氏
が
伶
人
と
し
て

ご
奉
仕
さ
れ
た
。 

行
事
予
定 

七
月
二
十
一
日
（
日
） 

月
次
祭 
午
前
十
時
半
よ
り 

八
月
三
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

八
月
七
日
（
水
） 

 

瑞
生
大
祭 

遥
拝
祭 

午
前
十
一
時
よ
り 

忍
び
草 

み
な
と
会
合
所 

 

畠
山
康
子 

毘
女 

享
年 

九
十
二
歳 

令
和
六
年
五
月
二
十
日 

 

帰
幽 

神
ノ
倉
分
所 

 

宣
伝
使 

藤
沢
良 

毘
古 

享
年 

八
十
八
歳 

令
和
六
年
六
月
二
十
三
日 

帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

「
大
本
開
祖
伝
」
に
思
う 

 
 

 
 

 

神
ノ
倉
分
所 

山
田
謙
三 

開
祖
さ
ま
の
ご
生
涯
は
、
赤
貧

と
艱
難
辛
苦
の
連
続
の
生
活
の
中

で
、
最
後
ま
で
誠
一
筋
を
貫
か
れ
、

国
祖
大
神
様
が
神
懸
か
り
さ
れ
る

と
い
う
奇
跡
の
ご
生
涯
で
あ
り
、
涙

な
し
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

大
本
信
徒
必
読
の
書
で
あ
る
と
同

時
に
、
世
の
中
の
多
く
の
人
に
お
配

り
し
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

開
祖
さ
ま
は「
あ
る
時
た
だ
一
度
、

さ
び
し
げ
に
石
臼
に
半
身
を
も
た

れ
、
じ
っ
と
首
を
垂
れ
て
い
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
子
供

に
明
日
は
ど
う
し
て
食
べ
さ
せ
て
ゆ

こ
う
か
と
い
う
悩
み
で
あ
っ
た
の
で

す
。
」 

家
計
を
省
み
ず
極
貧
の
原
因
を

つ
く
り
、
全
身
不
随
で
手
数
ば
か
り

か
か
る
病
人
の
夫
政
五
郎
に
対
し

て
も
、
心
の
限
り
を
つ
く
し
て
お
世

話
さ
れ
、「
天
に
も
地
に
も
か
け
が

え
の
な
い
唯
一
人
の
良
人
を
な
く
し
、

せ
め
て
も
う
す
こ
し
お
世
話
が
し
た

か
っ
た
」
と
な
げ
か
れ
た
。 

そ
し
て
国
祖
大
神
様
の
神
懸
か

り
、「
三
ぜ
ん
世
界
一
度
に
開
く
梅

の
花
、
艮
の
金
神
の
世
に
成
り
た
ぞ

よ
。
梅
で
開
い
て
松
で
治
め
る
、
神

国
の
世
に
な
り
た
ぞ
よ
、
、
、
三
千

世
界
の
立
替
え
立
直
し
を
致
す
ぞ

よ
。
万
古
末
代
続
く
神
国
の
世
に

致
す
ぞ
よ
。
神
の
申
し
た
こ
と
は
、

一
分
一
厘
違
わ
ん
ぞ
よ
。
」
こ
の
明

治
二
十
五
年
旧
正
月
の
初
発
の
神

勅
は
、
現
実
の
世
の
中
、
人
類
の
あ

り
さ
ま
と
、
神
の
実
在
を
宣
言
さ

れ
、
神
の
壮
大
な
ご
意
思
が
短
い
言

葉
で
端
的
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
述
べ

ら
れ
た
、
奇
跡
的
な
名
文
で
あ
り
、

こ
れ
を
読
め
ば
、
神
を
信
じ
な
い
と

い
う
人
も
神
の
実
在
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
達

は
、
こ
の
初
発
の
ご
神
勅
を
胸
に
刻

み
、
日
々
祝
詞
の
よ
う
に
唱
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
神
の
ご
守
護
を
身
近

に
感
じ
、
神
の
道
を
歩
ま
せ
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

開
祖
の
願
い
は「
誠
の
者
」
で
し
た
。

立
派
な
姿
に
変
わ
り
ゆ
く
神
苑
の

姿
を
ど
う
し
て
も
お
目
に
か
け
よ

う
と
思
わ
れ
た
聖
師
さ
ま
は
、
開

祖
さ
ま
を
背
負
っ
て
、「
こ
こ
も
大

本
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
も
大
本
に

な
り
ま
し
た
」
と
神
苑
内
を
案
内
さ

れ
た
。
開
祖
さ
ま
は「
先
生
、
あ
り

が
と
う
」
と
、
そ
の
真
心
を
ね
ぎ
ら

わ
れ
ま
し
た
が
、
聖
師
さ
ま
が
帰
ら

れ
る
と
梅
田
や
す
さ
ん
に
小
声
で

「
お
ヤ
ス
さ
ん
、
こ
の
大
本
が
な
ん
ぼ

大
き
く
な
っ
て
も
私
は
少
し
も
う
れ

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
誠
の

者
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
待
っ
て

お
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
た
。
開
祖
の

願
い
は
、
神
苑
、
建
物
な
ど
外
面
的

な
形
が
整
う
こ
と
で
は
な
く「
誠
の

者
」
が
一
人
で
も
増
え
る
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。 

聖
師
さ
ま
は
開
祖
さ
ま
の
こ
と

を「
遂
に
大
神
の
聖
霊
に
充
た
さ
れ

た
ま
う
地
上
唯
一
の
大
予
言
者
た

る
こ
と
を
覚
り
得
た
の
で
あ
る
」
と

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
開
祖
さ
ま
の
一

番
の
願
い
は「
誠
の
人
」
が
増
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
誠
実
さ
を
実
践
し

て
示
さ
れ
ま
し
た
。 

開
祖
の
人
柄
は
、
深
き
慈
愛
の

心
を
生
涯
失
わ
ず
、
誠
を
貫
く
人

で
あ
っ
た
。「
不
言
実
行
」「
天
地
の

ご
恩
」「
他
者
へ
の
思
い
や
り
」「
質
実

剛
健
」「
大
難
を
小
難
に
、
小
難
を

無
難
に
」
を
ひ
た
す
ら
祈
り
続
け
る

「
無
私
」の
心
の
人
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


